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理 事 長 あ い さ つ理 事 長 あ い さ つ

土地改良区会報 48 号の発

刊にあたり一言ご挨拶申し

上げます。組合員の皆様方

に於かれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上

げますと共に、日頃は当改良区の事業運営につきま

して、ご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

また、昨今、ところ知らずとばかりに、全国各地で

予想もしない異常な水災害が発生し、甚大な被害発生

について報道されておりますが、他人事とは思えず、

大変心が痛みます。被害にあわれた皆様方には心から

お見舞いと早期の復旧をお祈り申し上げます。

さて、当改良区では、平成 23 年の東日本大震災

により、農業施設や農地が未曽有の被害を受け、震

災発生以来 8 年半の歳月が経過し、今日まで、復旧、

復興に全身全霊を傾注していただいた国、県、市

の関係機関の力強いご支援により、平成 28 年度完

了の直轄特定災害復旧事業により基幹施設は復旧

され、農地についても県営ほ場整備事業により復

興し、現在では、地域内すべての被災農地で作付

け可能な状況となっております。これも偏に国並

びに宮城県を始めとする関係機関のご尽力の賜と

感謝申し上げるところであります。また、震災関連

のほ場整備事業に関しましては、面工事も終了し、

令和元年度におきまして、全てのほ場の作付けが

可能となりました。残すは補完工事と換地業務と

なります。

ところで、ほ場整備事業は、被災地と復興関連で

12 の地区に分かれております。今年の 3 月、宮城

県被災地第 1 号の権利者会議（岩沼地区第 6 分区）

を挙行いたしましたが、皆様のご理解のもと、無事

終了することができました。残り 11 地区の権利者

会議を控える状況となっております。これらの件に

つきましては、令和 2 年度、事業終了となっており、

与えられた事業期間でありますので、円滑な事業

推進と完工に向け役職員一丸となり、精一杯努力

してまいりますので、今後ともご理解とご協力を

お願い申し上げます。

一方、名取耕土を潤す源である、名取川頭首工は、

前歴の国営名取川農業水利事業（昭和 42 年度～昭

和 60 年度）において、国（農業用水）、県（工業

用水）、仙台市（上水道）の共同事業により造成さ

れ、現在は、名取土地改良区、宮城県企業局、仙

台市水道局の共有施設として管理しているところ

であります。しかし経年劣化に伴い、施設の機能

低下が生じ、施設の維持管理費も多大な費用負担

となり、早急な改修工事について、国や県へ要請

活動を展開してきたところであります。よって、

｢ 名取川頭首工 ｣ の機能保全対策と耐震化対策を一

体的に実施するため、平成 28 年度に国営名取川土

地改良事業（国営施設応急対策事業）として着工、

令和 3 年度の完成を目指し事業の推進を図ってい

るところであります。反面、国営で造成された施

設が、都市開発や今回の震災に伴い、国営要件の

一つである面積用件を満たさなくなったものが数

多く出てきております。この要件を満たさないと、

施設の改修や更新は、国営での対応が難しくなり、

そのような施設の救済について、今後、改めて県に

要請するところであります。加えて、震災関連事

業により多くの施設が新設され、これらを利用し

て営農に励んでいるところでありますが、このこ

とにより、維持管理費もかなりの高額な費用となっ

ており、今後、施設の故障、定期診断等新たな費

用が想定されますことから、適正化事業等の維持

管理予算について予算化されますよう強く要望し

ているところであります。

結びに、この度、昭和 44 年 3 月 25 日宮区第 305

号として誕生した名取土地改良区は、本年、合併創

立 50 周年記念を迎える運びとなりました。改めて、

数々の記念を思い浮かべる時、｢ 記念 ｣ とは、過去

の出来事、人物など思い起こし心を新たにするこ

と、と言う意味があるそうです。名取土地改良区が

どのような歴史を辿ってきたのかを知るよい機会

だとおもっております。先人が築いてこられた数

多くのご功績に改めて敬意と感謝を申し上げます。

土地改良は、農業基盤を成すもので、農業の将来

に向けて、しっかりと築き成長させ、次なる農業

の発展に、そして、未来へ繋げていかねばならな

いと思っております。息絶えることなく、「闘う土

地改良」の旗印の下、組合員の負託に応えるべく、

組織と連携を密にしながら、役職員一丸となり、諸

問題解決に向け努力して参る所存でありますので、

重ねて組合員各位のご理解とご協力を宜しくお願

い申し上げ挨拶といたします。

理 事 長 あ い さ つ理 事 長 あ い さ つ

理事長　今野　慶一

理 事 長 あ い さ つ
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水土里ネット名取　令和元年10月1日

＜ 平成30年度決算を承認 ＞
令和元年度　第1回臨時総代会令和元年度　第1回臨時総代会令和元年度　第1回臨時総代会

令和元年度第 1 回臨時総代会は、7 月 26 日午後 1 時 30 分からハナトピア岩沼研修室において開催され

ました。

総代 47 名（現在総数 58 名）が出席し、名取市増田地区の大友　茂総代が議長に選出され議事が進めら

れました。

上程された案件は、承認案件 14 件及び議決案件 9 件で全議案が原案どおり可決承認されました。

1 ．平成 30 年度事業報告書並びに財産目録の承認について

2 ．平成 30 年度一般会計収入支出決算について

3 ．平成 30 年度特別会計（政策公庫資金償還関係）収入支出決算について

4 ．平成 30 年度特別会計（県営名取ほ場整備事業）収入支出決算について

5 ．平成 30 年度特別会計（県営岩沼ほ場整備事業）収入支出決算について

6 ．平成 30 年度特別会計（県営岩沼北部ほ場整備事業）収入支出決算について

7 ．平成 30 年度特別会計（県営岩沼西部ほ場整備事業）収入支出決算について

8 ．平成 30 年度特別会計（名取川頭首工管理）収入支出決算について

9 ．平成 30 年度特別会計（玉浦揚水機場管理）収入支出決算について

10. 平成 30 年度特別会計（太陽光発電所）収入支出決算について

11．平成 30 年度特別会計（補償費）収入支出決算について

12．平成 30 年度特別会計（決済金）収入支出決算について

13．平成 30 年度特別会計（職員退職手当積立金）収入支出決算について

14．平成 30 年度特別会計（財政調整積立金）収入支出決算について

15．令和元年度一般会計収入支出補正予算について

16．令和元年度特別会計（県営名取ほ場整備事業）収入支出補正予算について

17．令和元年度特別会計（県営岩沼ほ場整備事業）収入支出補正予算について

18．令和元年度特別会計（県営岩沼北部ほ場整備事業）収入支出補正予算について

19．令和元年度特別会計（県営岩沼西部ほ場整備事業）収入支出補正予算について

20．令和元年度特別会計（名取川頭首工管理）収入支出補正予算について

21．令和元年度特別会計（太陽光発電所）収入支出補正予算について

22．令和元年度特別会計（補償費）収入支出補正予算について

23．規約の一部改正について

挨拶する今野理事長 議長大友茂総代（増田地区）

＜ 平成30年度決算を承認 ＞



円 円 円円 円 円

区　　　　　分 収　　　入 支　　　出 差引残（繰越）

政 策 公 庫 資 金 償 還 関 係 6,801,180 3,453,754 3,347,426

県 営 名 取 ほ 場 整 備 事 業 53,807,017 32,803,592 21,003,425

県 営 岩 沼 ほ 場 整 備 事 業 75,789,574 42,391,849 33,397,725

県営岩沼北部ほ場整備事業 90,946,326 87,893,097 3,053,229

県営岩沼西部ほ場整備事業 159,667,400 156,002,062 3,665,338

名 取 川 頭 首 工 管 理 29,707,525 25,854,751 3,852,774

玉 浦 揚 水 機 場 管 理 4,361,179 3,199,335 1,161,844

太 陽 光 発 電 所 116,524,321 116,524,321 0

補 償 費 1,846,049 0 1,846,049

決 済 金 622,508,190 0 622,508,190

職 員 退 職 手 当 積 立 金 122,390,269 0 122,390,269

財 政 調 整 積 立 金 206,984,838 0 206,984,838
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組合費組合費
195,043195,043

（50.8％）（50.8％）

組合費
195,043

（50.8％）

（単位：千円）

（単位：円）

収入

支出

繰出金
29,061

（9.0％）

適正化事業費
19,224

（6.0％）

事業費
24,631

（7.6％）

会議費
14,798

（4.5％）

総務費総務費
66,51566,515

（20.6％）（20.6％）

総務費
66,515

（20.6％）

維持管理費維持管理費
161,825161,825

（50.1％）（50.1％）

維持管理費
161,825

（50.1％）

【特別会計】

繰入金
43,541

（11.3％）

交付金
17,145

（4.5%）

負担金及び
分担金
32,052

（8.4%）

雑収入
3,593

（0.9%）

繰越金
47,679

（12.4%）

受託費
519

（0.1%）

国営造成事業費
2,106 

（0.7％）

拠出金
3,754

（1.2％）

推進費
871

（0.3％）

収入決算額 384,006,968 円

支出決算額 322,785,063 円

収支差引額 61,221,905 円 翌年度へ繰越

【一般会計】

平成30年度　決算状況

補助金補助金
44,43544,435

（11.6％）（11.6％）

補助金
44,435

（11.6％）



科　　　目 当年度 前年度 増　減
ⅠⅠ  資産の部資産の部

 １ 流動資産 748,861,984 383,462,752 365,399,232
 （１）現金及び預金 587,005,681 218,445,313 368,560,368
 （２）未収賦課金等 511,347 687,462 △ 176,115
 （３）短期未収金 161,344,956 164,329,977 △ 2,985,021

 ２ 固定資産 800,531,449 1,118,190,620 △ 317,659,171
 （１）有形固定資産 50,058,574 49,509,228 549,346

 山林、宅地及びその従物 29,012,000 26,885,000 2,127,000
 建物及び附属設備 13,814,809 14,793,484 △ 978,675
 車両運搬具 752,602 1,043,929 △ 291,327
 工具、器具等 6,479,163 6,786,815 △ 307,652

 （２）無形固定資産 64,801 146,821 △ 82,020
 ソフトウェア 64,801 146,821 △ 82,020

 （３）その他固定資産 750,408,074 1,068,534,571 △ 318,126,497
 基本財産 284,764,479 328,072,242 △ 43,307,763

山林、宅地及びその従物 61,614,270 59,332,260 2,282,010
基本財産有価証券 92,991,000 162,927,300 △ 69,936,300
財政調整積立金 32,000,000 0 32,000,000
建物及び附属設備 98,159,209 105,812,682 △ 7,653,473

 特定資産 157,178,049 101,922,865 55,255,184
 積立金 154,076,049 97,845,865 56,230,184
 適正化事業拠出金 3,102,000 4,077,000 △ 975,000

 その他資産 308,465,546 638,539,464 △ 330,073,918
 長期未収賦課金等 1,103,546 1,478,764 △ 375,218
 長期有価証券 306,919,000 636,618,700 △ 329,699,700
 出資金 443,000 442,000 1,000

 ３ 繰延資産 0 0 0
 資産合計 1,549,393,433 1,501,653,372 47,740,061

ⅡⅡ  負債の部負債の部
 １ 流動負債 117,680,633 163,299,652 △ 45,619,019

 （１）未払金 116,890,837 162,418,727 △ 45,527,890
 （２）預り金 789,796 880,925 △ 91,129

 ２ 固定負債 1,562,578,041 1,512,677,442 49,900,599
 （１）公庫資金等長期借入金 796,176,298 579,155,265 217,021,033
 （２）その他の長期借入金 0 0 0
 （３）引当金 764,916,743 933,230,577 △ 168,313,834
 （４）適正化事業拠出金未払金 1,485,000 291,600 1,193,400

 負債合計 1,680,258,674 1,675,977,094 4,281,580
ⅢⅢ  正味財産の部正味財産の部

 １ 指定正味財産 0 0 0
 ２ 一般正味財産 △ 130,865,241 △ 174,323,722 43,458,481

  正味財産合計 △ 130,865,241 △ 174,323,722 43,458,481
  負債及び正味財産合計 1,549,393,433 1,501,653,372 47,740,061
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水土里ネット名取　令和元年10月1日

平成 31 年 3 月 31 日調整
　（単位：円）

平成 31 年 3 月 31 日現在

財産目録

貸借対照表

資　産　の　部 負　債　の　部

748,861,984 117,680,633

現金及び預金 587,005,681 116,890,837

未収賦課金 511,347 789,796

短期未収金 161,344,956 1,562,578,041

固定資産固定資産 800,531,449 公庫資金等借入金 796,176,298

有形固定資産 50,058,574 県営ほ場整備事業（小川） 12,196,250

無形固定資産 64,801 県営ほ場整備事業（岩沼北部） 254,793,641

その他の固定資産 750,408,074 県営ほ場整備事業（岩沼西部） 529,186,407

引当金等 766,401,743

資　産　合　計 1,549,393,433 負　債　合　計 1,680,258,674

正 味 財 産 合 計 △ 130,865,241
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樋管、幹・支線水路、揚排水機場については、種々補修復旧しながら管理人を配置し、水量の調整と操作運転を行い、用排水に努めた。
また、地区内の幹線及び支線水路は、春、夏、秋の 3 回、受け持ち区域を分担（一部業者に委託）し、浚渫、藻刈、草刈を実施

して通水に支障のないよう努めた。

１．施設の維持管理状況

２．維持管理工事の施行状況
①　水路維持費
　　○　水路装工、勾配修正など　 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 　22 件
　　○　水路修繕工事、水路嵩上げ工事など ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 　34 件
②　機場等施設修理費
　　○　ポンプ、エンジン、水門等の修理など ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥   30 件

地　区　名 工 種 及 び 事 業 量 事業費（千円）
小 川 第 １ 揚 水 機 場 ポンプ及びモーターの整備　２台 5,454 

小 川 第 ３ 揚 水 機 場 ポンプ及びモーターの整備　２台 5,454 

愛 島 第 １ 揚 水 機 場 電動仕切弁及び付属設備の整備　一式 8,316 

３．維持管理適正化事業

地　区　名 関 係 市 町 村 事　　業　　量 事業費（千円）
名取川 名取市、岩沼市、仙台市 国県営造成施設維持管理一式 21,700

４．団体営事業

５．国営造成施設管理体制整備促進事業（管理体制整備型）

６．県営ほ場整備事業進捗状況

地区名
全　体
事業費

全　体
事業量

着工
年度

平成29年度
ま　　　 で

平成30年度
平成30年度まで 令和元年度 令和 2 年度

以　　　降小　計 進捗率 事業費 事　業　量

名　　取
（農地復興）

14,018,598 647.0 H24 12,679,598 642,000 13,321,598 95.0 457,000
区画整理付帯工一式
農道測量業務一式

240,000 

岩　　沼
（農地復興）

11,837,372 689.3 H24 10,387,372 670,000 11,057,372 93.4 700,000

整地付帯工一式
農道測量業務一式
蒲崎排水機場除塵
　機設備工事等一式

80,000 

岩沼北部
（農地整備）

1,865,242 97.9 H27 1,088,242 647,000 1,735,242 93.0 100,000
暗渠排水工　A=32.0ha

農道測量業務一式
30,000 

岩沼西部
（農地整備）

4,220,940 188.1 H27 2,498,250 1,140,250 3,638,500 86.2 512,440

支線排水路工
　　　　　　L=988.6 ｍ

建物調査業務一式
農道測量業務一式

70,000 

千円 千円 千円 千円ha ％ 千円 千円

水路や川にごみを不法投棄することは犯罪です！水路や川にごみを不法投棄することは犯罪です！水路や川にごみを不法投棄することは犯罪です！
水路内や施設周辺へのごみの不法投棄が後を絶ちません。ごみを水路や川に捨ててはいけません。
ごみをみだりに捨てることは、法律で禁止されており、不法投棄した場合は、「5 年以下の懲役、若しくは

1,000 万円以下の罰金又はこれらの併科」に処せられることがあります。不法投棄は絶対にやめましょう。
ごみを回収するには大変な時間と労力が必要で、ごみが放置されていると、通水の妨げとなり、用水不足

や越水等、災害を招く原因にもつながります。
また、草刈作業を行う方は、なるべく刈り草を水路へ流さないよう、ご協力をお願いします。
ごみの不法投棄を発見したら、管理課（不法投棄を発見したら、管理課（☎☎ 022-382-5211）までご連絡022-382-5211）までご連絡お願います。

平成30年度　事業報告

事　業　名 地区名 工　種　及　び　事　業　量 事業費（千円）
豊 か な ふ る 里 保 全 整 備 事 業 髙　　柳 排水フリューム布設工 133.10 ｍ 13,176 

水 路 浚 渫 事 業 袋　　原 水路浚渫工 167.60 ｍ 1,080 

安 全 施 設 整 備 事 業 林　　江 ネットフェンス設置 128.06 ｍ 2,264 

土 地 改 良 機 能 診 断 事 業 柳　　生 除塵機 1 基の整備補修 一式 8,111 
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平成30年度　施工状況
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平成 31 年 3 月 28 日（木）総代会前の午前 10 時より、ハナトピア岩沼研修室において合併創立 50 周年

記念式典を開催いたしました。来賓として菊地啓夫岩沼市長を始め、山田司郎名取市長、荘田祐次東北農

政局阿武隈土地改良調査管理事務所長、佐々木秀夫宮城県仙台地方振興事務所副所長、鴇田豊宮城県土地

改良事業団体連合会技監そして、歴代の役職員をお招きし盛大に開催いたしました。式典は、今野理事長

の式辞で始まり、功労者表彰、来賓祝辞を頂き、ＮＰＯ法人あぐりねっと 21 の理事長　加藤　徹先生によ

る「名取耕土を護る～名取土地改良区　そのルーツと歩み～」と題して記念講演を行い、長田副理事長に

よる謝辞で閉幕いたしました。記念講演では、名取土地改良区の歴史が語られ、皆さんは、興味深く聞か

れておりました。

なお、50 周年の記念として、名取土地改良区の 50 年の歩みを作成中で、名取土地改良区の歴史を後世に

残したいと考えております。

名取土地改良区合併創立名取土地改良区合併創立5050周年記念式典周年記念式典名取土地改良区合併創立50周年記念式典

式辞を述べる今野理事長

祝辞を述べる名取市長 祝辞を述べる岩沼市長 記念講演をおこなう加藤徹先生
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名取土地改良区管内　復旧・復興への取組み
事業実施地区位置図
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（1） 平成 29 年度までの実施内容（1） 平成 29 年度までの実施内容

・耐震性能照査、実施設計、⽤地測量等
・⼯ 事

平成 29 年度 名取川頭⾸⼯予備ゲート格納庫他改修⼯事     
平成 29 年度 名取川頭⾸⼯右岸取⽔⼯ゲートその他改修⼯事 

（2） 平成 30 年度の実施内容（2） 平成 30 年度の実施内容

・補⾜設計
・⼯ 事

平成 30 〜 33 年度 名取川頭⾸⼯ゲート設備改修⼯事

○機器製作工事○機器製作工事

１． 名取川頭首工整備の進捗状況１． 名取川頭首工整備の進捗状況

ゲート開閉装置 付帯設備（階段等）

国営施設応急対策事業（耐震対策一体型）名取川地区国営施設応急対策事業（耐震対策一体型）名取川地区国営施設応急対策事業（耐震対策一体型）名取川地区
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お 問 い 合 わ せ

東北農政局阿武隈⼟地改良調査管理事務所
名 取 ⽀ 所

〒９８１－１２２６
名取市植松字錦⽥８４－１（名取⼟地改良区２階）

 電話 ０２２－３８１－６７３３

ＦＡＸ ０２２－３８１－６７３４

⼯ 事
平成 30 〜 33 年度 名取川頭⾸⼯ゲート設備改修⼯事（実施中）
平成 30 〜 33 年度 名取川頭⾸⼯補修⼯事（実施中）

2． 今後の予定2． 今後の予定

○機側操作室○機側操作室

屋根改修

主ローラ軸  機側操作盤

ひび割れ補修
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＜ 平成31年度予算原案通り可決 ＞

議長　佐藤慶治総代（下増田地区） 通常総代会の様子

平成平成3030年度　通常総代会年度　通常総代会平成30年度　通常総代会

平成 30 年度通常総代会は、3 月 28 日午後 1 時 00 分からハナトピア岩沼研修室において開催されました。

総代 49 名（現在総数 58 名）が出席し、名取市下増田地区の佐藤　慶治総代が議長に選出され審議が進

められ、下記の議案 28 カ件が上程され、全議案原案通り可決されました。

1．平成 30 年度一般会計収入支出補正予算について

2．平成 30 年度特別会計（県営岩沼ほ場整備事業）収入支出補正予算について

3．平成 30 年度特別会計（県営岩沼北部ほ場整備事業）収入支出補正予算について

4．平成 30 年度特別会計（県営岩沼西部ほ場整備事業）収入支出補正予算について

5．平成 30 年度特別会計（名取川頭首工管理）収入支出補正予算について

6．平成 30 年度特別会計（太陽光発電所）収入支出補正予算について

7．平成 30 年度特別会計（決済金）収入支出補正予算について

8．平成 30 年度特別会計（職員退職手当積立金）収入支出補正予算について

9．平成 30 年度特別会計（財政調整積立金）収入支出補正予算について

10．平成 31 年度事業計画について

11．新規土地改良事業の施行について

12．平成 31 年度組合費の賦課及び徴収方法等について

13．政策公庫資金の借入について

14．決済金を定めるについて

15．平成 31 年度一般会計収入支出予算について

16．平成 31 年度特別会計（県営名取ほ場整備事業）収入支出予算について

17．平成 31 年度特別会計（県営岩沼ほ場整備事業）収入支出予算について

18．平成 31 年度特別会計（県営岩沼北部ほ場整備事業）収入支出予算について

19．平成 31 年度特別会計（県営岩沼西部ほ場整備事業）収入支出予算について

20．平成 31 年度特別会計（名取川頭首工管理）収入支出予算について

21．平成 31 年度特別会計（玉浦揚水機場管理）収入支出予算について

22．平成 31 年度特別会計（太陽光発電所）収入支出予算について

23．平成 31 年度特別会計（補償費）収入支出予算について

24．一時借入金の借入について

25．歳計現金の預入れ金融機関について

26．複数年契約の承認について

27．定款の一部改正について

28．規約の一部改正について

＜ 平成31年度予算原案通り可決 ＞



組 合 費 2,570 4,992 

雑 収 入 9 3 20 33 1 0 40 0 

負 担 金 及 び 分 担 金   10,939 3,820 

区 債 及 び 借 入 金 12,500 64,055 

受 託 費 43,461 33,287 6,700 10,000 

換 地 清 算 金 2,520 

補 助 金

繰 入 金 14,861 10 

売 電 事 業 収 入 120,000 

繰 越 金 21,300 34,000 2,000 3,500 2,269 1,162 50 1,846 

合 計 64,770 69,810 23,790 82,580 28,070 4,982 120,100 1,846 

事 務 費 3,678 6,870 

区 債 及 び 借 入 金 280 530 

維 持 管 理 費 27,870 2,970 11,780 

負 担 金 及 び 分 担 金 12,500 64,055 

換 地 費 61,270 55,169 6,700 10,000 

繰 出 金 3,500 2,500 270 300 850 108,320 

補 償 費 482 

換 地 清 算 金 12,141 

予 備 費 362 825 200 1,162 1,364 

合 計 64,770 69,810 23,790 82,580 28,070 4,982 120,100 1,846 

会計名

科　目

ほ場整備事業 名取川
頭首工
管　理

玉浦揚
水機場
管　理

太陽光
発電所 補償費県 営

名 取
県 営
岩 沼

県 営
岩 沼 北 部

県 営
岩 沼 西 部
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（単位：千円）

その他【収　入】

◆ 雑 収 入 8,660 0.7%
◆ 受 託 費 600 0.0%
◆ 区債及び借入金 10 0.0%
◆ 財 産 収 入 10 0.0%
◆ 繰 越 金 986,815 74.1%

計 996,095

その他【支　出】

◆ 繰 出 金 956,800 71.8%
◆ 拠 出 金 3,721 0.3%
◆ 国営造成事業費 2,200 0.2%
◆ 区債及び借入金 1,320 0.1%
◆ 推 進 費 1,000 0.1%
◆ 選 挙 費 10 0.0%

収　　入収　　入収　　入収　　入収　　入

支　　出支　　出支　　出支　　出支　　出

（単位：千円）

平成31年度予算【特別会計】

◆ 負担金及び分担金 10 0.0%
◆ 予 備 費 9,232 0.7%

計 974,293

平成平成3131年度予算【一般会計】年度予算【一般会計】平成31年度予算【一般会計】
＜ 維持管理費に1億9,073万円 ＞＜ 維持管理費に1億9,073万円 ＞

適正化事業費
7,930

（0.6％）

退職手当支給金
26,000

（2.0％）

会議費
17,390

（1.3％）

事業費
26,104

（2.0％）

その他その他
974,293974,293

（73.1％）（73.1％）

維持管理費
190,730

（14.3％）

総務費
89,423

（6.7％）

支出総額
1,331,870

補助金
44,402

（3.3％）

負担金及び分担金
35,923

（2.7％）

繰入金
45,420

（3.4％）

交付金
6,930

（0.5％）

決済金
4,700

（0.4％）

その他その他
996,095996,095

（74.8％）（74.8％）

収入総額
1,331,870

組合費
198,400

（14.9％）

その他
996,095

（74.8％）

その他
974,293

（73.1％）

※ 今年度より、一般会計に特別会計（政策公庫資金償還関係・決済金・職員退職手当積立金・財政調整積立金）を統合いたしました。
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地　区　名 事　　業　　量 事業費（千円） 摘　　　要
林 江 フェンス工一式 2,264 林江用水路

安全施設整備事業

地　区　名 事　　業　　量 事業費（千円） 摘　　　要
阿 武 隈 巻上機室建屋の改修一式 8,240 三ツ又水門

土地改良機能診断事業

地　区　名 事　　業　　量 事業費（千円） 摘　　　要
中 田 水路浚渫　　60 ｍ 1,100 中田堀

水路浚渫事業

地　区　名 事　　業　　量 事業費（千円） 摘　　　要
高 柳 排水路工　　179.0 ｍ 14,500

豊かなふる里保全整備事業

地　区　名 事　　業　　量 事業費（千円） 摘　　　要
名 取 川 国県営造成施設維持管理一式 21,700 管理体制整備型

国営造成施設管理体制整備促進事業

地　区　名 事　　業　　量 事業費（千円） 摘　　　要

愛島第 5 揚水機場
電動仕切弁 200 ㎜ 2 台、真空ポンプ、
小配管の更新

7,930 42 期生

維持管理適正化事業

□維持管理費決済金 ９４，６８０円／１０ａ

□借入償還金決済金

　　　　　　　県営ほ場整備事業「小川地区」 ６，８７０円／１０ａ

　　　　　　　県営ほ場整備事業「岩沼北部地区」 ２５７，３８０円／１０ａ

　　　　　　　県営ほ場整備事業「岩沼西部地区」 ２７４，３８０円／１０ａ

名取土地改良区　平成 31年度決済金 10a 当り算定額

平成31年度のおもな事業



賦課金の支払いは自動口座振替で賦課金の支払いは自動口座振替で賦課金の支払いは自動口座振替で賦課金の支払いは自動口座振替で賦課金の支払いは自動口座振替で

(

14

水土里ネット名取　令和元年10月1日




